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誌 37(2): 162, 2023.

泉野浩生,安倍　翔,脇山史美子,村橋志門,上村恵理,上木智博,太田黒崇伸,猪熊孝実,田島吾郎,山下和範,田崎　修：

重症外傷患者に対する急性期栄養管理 重症外傷の栄養療法における課題. 日本外傷学会雑誌 37(2): 144, 2023.

泉野浩生：シン・重症患者の栄養療法. 医学図書出版 :  2023.

泉野浩生：徹底ガイド栄養療法 : 研修医からの質問380. 総合医学社 :  2023.

泉野浩生：徹底ガイド栄養療法 : 研修医からの質問380. 総合医学社 :  2023.
武居秀行, 磯部智範, 吉村洋祐, 広藤喜章, 永井良明, 髙田健太, 富田哲也, 井出仁勇, 佐藤英介, 小林大輔, 只野喜一,
大葉　隆, 井山慶大, 橋本雄幸, 森祐太郎：放射線健康リスク科学 基礎知識図解ノート.
金原出版 :  2023.

青木 義紘, 北澤 克彦：バルトネラ属菌. 日常診療に役立つ小児感染症マニュアル : 196-202, 2023.

田島吾郎, 村橋志門, 上村恵理, 三浦深雪, 池松和哉, 田﨑修：トランスクリプトーム解析を用いた遺伝子発現パ

ターンによる熱傷と感染の病態判別. 熱傷 49(4): 38, 2023.

田島吾郎, 村橋志門, 上村恵理, 三浦深雪, 池松和哉, 田﨑修：トランスクリプトーム解析を用いた全身性炎症モデ

ルの病態判別. 日本救急医学会雑誌 34(12): 886, 2023.

猪熊孝実,上園瑛子,村橋志門,上村恵理,上木智博,太田黒崇伸,泉野浩生,田島吾郎,山下和範,平尾朋仁,永川寛徳,原
貴信,井上悠介,高村敬子,弦本敏行,谷村政道,小森由紀子,柴田久美,江口　晋,田崎　修：Cadaver外傷手術トレーニ

ングによる若手教育. Japanese Journal of Acute Care Surgery 13(Suppl.): 120, 2023.

岩田真実,泉野浩生,村橋志門,上村恵理,太田黒崇伸,野崎義宏,猪熊孝実,田島吾郎,山下和範,田崎　修：中枢性尿崩

症に続発した塩類喪失症候群の一例. 日本集中治療医学会雑誌 30(Suppl.1): S807, 2023.

上村恵理,村橋志門,太田黒崇伸,泉野浩生,猪熊孝実,野崎義宏,田島吾郎,山下和範,田崎　修,長井一浩：当院の外傷

患者に対するクリオプレシピテートの使用に関する検討. 日本集中治療医学会雑誌 30(Suppl.1): S788, 2023.

村橋志門,上村恵理,安倍　翔,脇山史美子,上木智博,太田黒崇伸,泉野浩生,猪熊孝実,田島吾郎,山下和範,田崎　修：

クロルフェナピル中毒により急速にCPAに陥った一例. 日本臨床救急医学会雑誌 26(3): 350, 2023.

泉野浩生,田崎　修,村橋志門,宮本俊之,松島加代子,浜田久之：初期研修医のための実践的かつ五感で学ぶ栄養教

育. 医学教育 54(Suppl.): 207, 2023.

山田裕美子,山口拓允,松田尚樹,宇佐俊郎,山下和範,田崎　修：原子力災害医療領域の人材育成に係る課題と今後

の教授内容の探索. 日本放射線看護学会学術集会講演集 12回: 83, 2023.

村橋志門,猪熊孝実,竹田昭子,上村恵理,上木智博,太田黒崇伸,泉野浩生,田島吾郎,山下和範,田崎　修：感染症のス

クリーニング検査が臓器提供の日程に影響を与えた1例. 移植 58(総会臨時): 251, 2023.
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藤田あゆみ,柿内聡志,田代将人,田中健之,芦澤信之,井手昇太郎,古本朗嗣,田崎修,泉川公一：長崎大学病院救命救

急センターにおける血液培養陽性例の検討. 日本救急医学会雑誌 34(12): 887, 2023.

西　哲史,青木義紘,上原裕規,立川温子,菅原大輔,塚本　裕,高橋健介,渥美智晶,山野修平,早川航一,田崎　修：

Enterococcus hiraeによる敗血症で化膿性脊椎炎と急性腎盂腎炎を合併した一症例. 日本救急医学会雑誌 34(12):
909, 2023.

山野修平,立川温子,菅原大輔,塚本　裕,青木義紘,高橋健介,渥美智晶,早川航一,田崎　修：救急医によるACP普及

活動における考察. 日本救急医学会雑誌 34(12): 859, 2023.
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シンポジウム 学会 シンポジウム 学会

早川航一,立川温子,塚本　裕,菅原大輔,青木義紘,高橋健介,山野修平,渥美智晶,田崎　修：搬送困難事例に対する

救急一時収容機能の取組みについて. 日本救急医学会雑誌 34(12): 859, 2023.

柏木杏奈,泉野浩生,上園瑛子,村橋志門,上村恵理,上木智博,太田黒崇伸,猪熊孝実,田島吾郎,山下和範,田崎　修：救

命しえなかった電撃型脂肪塞栓症候群の一例. 日本救急医学会雑誌 34(12): 912, 2023.

上村恵理,脇山史美子,村橋志門,上木智博,太田黒崇伸,泉野浩生,猪熊孝実,田島吾郎,山下和範,田崎　修：外傷患者

に対するクリオプレシピテートの使用に関する検討. 日本救急医学会雑誌 34(12): 735, 2023.

猪熊孝実,脇山史美子,上園瑛子,村橋志門,上村恵理,上木智博,太田黒崇伸,泉野浩生,田島吾郎,山下和範,田崎　修：

ワイヤレスカメラ付きヘッドライトからの映像を用いた気管切開術の教育. 日本救急医学会雑誌 34(12): 713,
2023.

田崎　修,早川航一,山下和範,田島吾郎,山野修平,井山慶大,猪熊孝実,泉野浩生,太田黒崇伸,上木智博,上村恵理：丘

陵地域における院外心停止(OHCA)の現状と課題 長崎医療地域の10年間のウツタインデータ解析より. 日本救急

医学会雑誌 34(12): 703, 2023.

氏名・職 委　員　会　等　名 関　係　機　関　名

田崎　修・教授 編集委員会 日本臨床救急医学会

0 0 2 2 5 38

田崎　修・教授 長崎県医師会循環器病等検討委員会 長崎県医師会

田崎　修・教授 長崎県医師会定款・諸規則検討委員会委員 長崎県医師会

田崎　修・教授 AMLS第3版編集委員会 委員 日本臨床救急医学会

田崎　修・教授 長崎県災害医療コーデイネーター 長崎県

田崎　修・教授
救急医療における終末期医療のあり方に関
する委員会 担当理事

日本救急医学会

田崎　修・教授 利益相反管理委員会 担当理事 日本救急医学会

田崎　修・教授
メデイカルコントロール協議会検討委員会
委員

長崎県

田崎　修・教授 理事 日本救急医学会

田崎　修・教授 評議員 JPTEC九州

田崎　修・教授 転院搬送ガイドライン検討委員 長崎地域メデイカルコントロール協議会

田崎　修・教授 個人情報保護委員会 担当理事 日本救急医学会

田崎　修・教授 学会主導研究評価特別委員会 担当理事 日本救急医学会

田崎　修・教授 代表理事 長崎救急医学会

田崎　修・教授 評議員 日本救急医学会九州地方会

田崎　修・教授 地方会活性化特別委員会 日本救急医学会

田崎　修・教授 学術集会の在り方検討特別委員会 委員 日本救急医学会

田崎　修・教授 評議員 日本外傷学会

田崎　修・教授 Associate editor 日本救急医学会 Acute Medicine & Surgery

田崎　修・教授 評議員 日本熱傷学会
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田崎　修・教授 評議員 日本救急医学会

田崎　修・教授 資格試験作成委員会 委員 日本外傷学会

田崎　修・教授 保健医療対策協議会救急医療対策部会 委員 長崎県

田崎　修・教授 評議員 日本臨床救急医学会

田崎　修・教授 編集委員会 委員 日本外傷学会

田崎　修・教授 メデイカルコントロール協議会委員 長崎県

田崎　修・教授 移植医療推進協議会委員 長崎県

田崎　修・教授 緊急被ばく医療ネットワーク検討会委員長 長崎県

田崎　修・教授 ドクターヘリ運航調整委員会 委員 長崎県

山下和範・准教授 理事 日本救護救急学会

山下和範・准教授 評議員 日本災害医学会

田崎　修・教授 長崎医療圏病院群輪番制審議会委員 長崎市

田崎　修・教授 長崎市地域医療審議会委員 長崎市

山下和範・准教授 産学連携新技術検討推進委員会　委員 日本災害学会

山下和範・准教授 蘇生医療検討委員会　委員 日本蘇生学会

山下和範・准教授 評議員 日本蘇生学会

山下和範・准教授 多職種連携推進委員会　委員長 日本災害医学会

山下和範・准教授 災害医療コーディネーター 長崎県

山下和範・准教授 長崎市防災会議　委員 長崎市

山下和範・准教授 管理世話人
日本災害医学会地域保健・福祉の災害対応標
準会トレーニングコース

山下和範・准教授 インストラクター 日本DMAT

山下和範・准教授 理事 医療コンテナ推進協議会

山下和範・准教授 委員 長崎県医師会災害委員会

山下和範・准教授 長崎県災害医療検討委員会　委員 長崎県医師会

山下和範・准教授 認定ロジ 日本災害医学会ロジスティックス専門家

猪熊孝実・助教 九州支部評議員 日本消化器病学会九州支部

猪熊孝実・助教 評議員 日本腹部救急医学会

猪熊孝実・助教 評議員 日本Acute Care Surgery学会

猪熊孝実・助教 評議員 日本外傷学会

泉野浩生・助教 会則委員会　委員 日本Acute Care Surgery学会

田島吾郎・准教授 スキンバンク委員会 委員 日本熱傷学会

泉野浩生・助教
SMAQ（学生・研修医部会）運用特別委員会
委員

日本救急医学会

泉野浩生・助教
日本版重症患者の栄養療法ガイドライン検
討委員会（AdHoc）　委員

日本集中治療医学会

井山慶大・講師 原子力災害対応特別委員会　委員 日本救急医学会

井山慶大・講師 被ばく医療研修認定委員会　委員 原子力規制庁

高橋健介・助教 国境なき医師団・日本支部　理事・副会長 国境なき医師団日本

太田黒　崇伸・助教 評議員 日本外傷学会
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競争的研究資金獲得状況（共同研究を含む）

その他
 非常勤講師

 新聞等に掲載された活動

田島吾郎・准教授 日本学術振興会 代表
科学研究費助成事業 基盤研究(C)「トランス
クリプトーム解析から展開するパターン認識
を応用した病態解析法の基盤構築」

田島吾郎・准教授 日本学術振興会 分担
科学研究費助成事業 基盤研究(B)「単球・マ
クロファージおよびミクログリアの動態から
みた中枢神経障害の病態解析」

研　究　題　目

田崎　修・教授 日本学術振興会 代表
科学研究費助成事業 基盤研究(B)「単球・マ
クロファージおよびミクログリアの動態から
みた中枢神経障害の病態解析」

田崎　修・教授 日本学術振興会 分担
科学研究費助成事業 基盤研究(C)「トランス
クリプトーム解析から展開するパターン認識
を応用した病態解析法の基盤構築」

氏名・職 資金提供元/共同研究先 代表・分担

氏名・職 職（担当科目） 関　係　機　関　名

井山慶大・講師 非常勤講師（救急医学概論） 福島県立医科大学医学部

 細菌毒素の病原性における宿主因子GILTの働
きに関する基礎および臨床研究

上村恵理・助教 日本学術振興会 分担
科学研究費助成事業 基盤研究(B)「単球・マ
クロファージおよびミクログリアの動態から
みた中枢神経障害の病態解析」

上村恵理・助教 日本学術振興会 分担
科学研究費助成事業 基盤研究(C)「トランス
クリプトーム解析から展開するパターン認識
を応用した病態解析法の基盤構築」

高橋健介・助教 日本学術振興会 代表

田崎　修・教授
講座クローズアップ 長崎大
学病院高度救命救急センター

九州医事新報 2023年12月20日
救命救急センターの活動につ
いて説明を行った。

氏名・職 活動題目 掲載紙誌等 掲載年月日
活動内容の概要と

社会との関連

田崎　修・教授
全国1000例 臓器提供 県内の
現場

長崎新聞 2023年11月10日
長崎大学の臓器提供の状況に
ついて説明を行った。
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